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地下生菌は、 一般に胞子の風散布機能を失っている。 そのた

め、 動物や昆虫による摂食が主な胞子散布様式であると考えら

れてきた。 しかしながら、 どのような動物や昆虫が地下生菌を

摂食するかについては知見が少ない。本稿では、著者によるショ

ウロ Rhizopogon roseolus (Corda) Th. Fr., Svensk, 1909 とホンショ

ウロ R. luteolus Fr. & Nordholm, 1817 の 2 種のショウロ属菌から

ヤマトヒメナガヒラタハナアブ Chamaesyrphus japonicus Shiraki, 

1956 の幼虫を発見した研究 （Okada et al., 2021） と発見に至っ

た経緯を紹介する。

地下生菌について興味を持ち始めたのは学部 1 回生の頃

だった。 元々菌類と他生物との生物間相互作用に興味があり、

ちょうど大学入学に伴い研究テーマを探していたところ、 地下に

子実体を形成し胞子散布を動物に依存するという地下生菌の特

異な生態に魅力を感じたことがきっかけだった。 身近な地下生

菌類を用いて研究を行いたいと考えたところ、 地元の海岸で安

定して採取できるショウロ属が目にとまった。 早速文献を調べて

みると、 日本産のショウロ属の胞子散布に関するまとまった研究

はないものの、 北アメリカのショウロ属は齧歯類 （Clethrionomys 

californicus, Glaucomys sabrinus など） に胞子散布を依存する

ことが知られていた （Fogel  & Trappe, 1978 ； Maser ＆ Maser, 

1988）。 したがって、 日本のショウロ属も同様の動物による胞子

散布が予想された。 加えて、 子実体にはキノコバエ類などの幼

虫も確認されるので、 小型哺乳類などによる長距離散布以外に

も節足動物などによる短距離の胞子散布もあるのでないかと考

えた。 よって、 動物による散布も調べつつ、 子実体を採取して、

ショウロ属を摂食する昆虫の調査も始めた。 具体的には、 兵庫

県内の二箇所のフィールドからショウロ属 （ショウロとホンショウ

ロの 2 種） を採取し、 バーミキュライトを敷いたタッパーの中で

数週間追培養し、 羽化した昆虫を採取した。 当初、 節足動物

（特にキノコバエ類） が羽化してくるだろうと予想しており、実際、

Cordyla 属のキノコバエ類が採取できた （図 1）。

図1． ショウロ Rhizopogon roseolus の子実体から羽化した Cordyla 属の

キノコバエ類． スケール ： 1 mm.

この際、 追培養していた子実体 （子実体の内部は既に液化

していた） を実体顕微鏡で観察していたところ、 子実体内部で

何かが動いているように見えた。 よく観察すると、 子実体内部に

何かいるようであった。 子実体をカミソリで分解してみたところ、

明らかにキノコバエ類の幼虫とは異なる大型の双翅目幼虫を発

見した （図 2A）。 他の子実体も分解して内部を調べると同様の
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双翅目幼虫が複数発見された。 幼虫を解剖してみたところ消化

管は大量の胞子により褐色になっており、 胞子を摂食しているこ

とがわかった （図 2B）。 ここで、 幼虫の胞子散布者としての寄

与を調べるために、 幼虫の消化管内容物を調査したところ未消

化の胞子が見つかった （著作権の関係上胞子の写真は掲載で

きなかったが、 詳細は Okada et al. (2021) を参照されたい）。 胞

子が実際に発芽能力を持つかは不明であるが、 外形がはっきり

残っていることや油球をもった胞子も観察されたことを考慮する

と、 発芽能力を持っている可能性が高いと考えられる。 ただし、

胞子散布者としての能力を評価するためには、 幼虫の移動距

離や、 土壌に潜って地下で蛹化するかどうか （菌根菌の場合

は土壌中の宿主樹木に近い位置に胞子が運ばれることも重要

であると考えられる） なども調べる必要がある。

この正体不明の幼虫を同定するために、 残った幼虫と子実体

を同じケースにいれて培養を続けた。 6 週間ほどで成虫が羽化

したので、 標本を森林総合研究所の末吉昌宏氏に調べていた

だいたところ、ヤマトヒメナガヒラタハナアブと同定された （図 3）。

興味深いことに、 ヤマトヒメナガヒラタハナアブの成虫の報告は

少なく、 幼虫の食性に至っては一切不明であった。 加えて、 こ

れまでに成虫が採取された場所はすべて海岸のクロマツ林であ

図2． A：ヤマトヒメナガヒラタハナアブ Chamaesyrphus japonicus の幼虫．

B ： ヤマトヒメナガヒラタハナアブの幼虫の消化管． 摂食した胞子により

褐色に見える． スケール ： A = 1 mm; B = 2 mm.

ることがわかった （市毛、 2014 ； 桂、 2004）。 さらに、 成虫の出

現時期もショウロ属の子実体の形成時期と重なっている （市毛、

2014 ； 桂、 2004）。 これらのことは、 ヤマトヒメナガヒラタハナア

ブがショウロ属を特異的に利用している可能性を示唆している。

今回の発見は、 ヤマトヒメナガヒラタハナアブによるショウロ属

の摂食を報告しただけでなく、 地下生菌を利用するハナアブと

いう特殊化した関係を明らかにした点で意義深いものであると考

えている。 近年、 菌根菌の胞子散布者の重要性が広く議論さ

れるようになってきた （Vašutová et al., 2019）。 特に、 地下生菌

類の胞子散布に関しても興味深い研究が立て続けに発表され

ている。 例えば、 Stephens et al. (2020) は 4 種のツチダンゴ属

菌に関して地下深くに子実体を形成する種ほど匂いが特徴的で

齧歯類に選ばれやすいことを、 Caiafa et al. (2021) は パタゴニア

において鳥類が地下生菌を含む菌根菌を広く摂食し胞子散布

を担っていることを明らかにした。 このような状況下で、 地下生

菌の多様性が高い本邦ではまだまだ面白い研究が展開できる

可能性が高いのではないかと考えている。 現在著者は菌根共

生系の研究を主に行っているが、 菌類を含む生物間相互作用

について明らかにしたいという思いは変わっておらず、 ショウロ

属の胞子散布者など菌類と動物の相互作用に関する研究も続

けていきたい。

図3． ショウロから羽化したヤマトヒメナガヒラタハナアブ Chamaesyrphus 

japonicus の成虫． スケール ： 2 mm.
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